令和７年３月１７日

各位
広島県経営者協会
専務理事　中野博之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（  公　印　略  ）

令和７年４月度景気・雇用動向アンケート調査について（お願い）
拝啓

時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

常々、当協会の諸事業に対しましては、格別のご高配を賜わり厚くお礼申し上げます。

さて、当協会では、広島県の景気・雇用動向を把握し、その調査集計結果を皆様方にご報告し、参考に供したいと存じます。

つきましては、ご本務ご繁忙中ご迷惑とは存じますが、アンケートにご協力いただきますようよろしくお願い申し上げます。

敬具

	調査集計結果につきましては、会社名等、一切掲載いたしません。


（お願い）

・アンケート調査票に直接ご記入いただき、来る４月４日（金）までに、メールもしくはＦＡＸにてご返送願います。参考となる資料にするためにも、是非共ご回答をお願いいたします。
・アンケート調査票は広島県経営者協会ホームページにも掲載いたしております。
[image: image1.png]=]




　　　　　　　　　　ＱＲコードをお読み取りいただくと、調査ページが表示されます。
　　　　　　　　　（http://www.hiroshima-keikyo.jp）
　　　　　　　　　

○調査票送付先・問合せ先：広島県経営者協会（担当：松浦）
　〒730－0011　
広島市中区基町５－４４
広島商工会議所ビル６階

TEL 082-221-6844　
FAX 082-221-6830
E-mail：info＠hiroshima-keikyo.jp　
広島県経営者協会事務局　　行　　　
会社名　　　　　　　　　　　　　　　　
(E-Mail：info@hiroshima-keikyo.jp)　　
記入者
(ＦＡＸ：082－221－6830)
役職氏名　　　　　　　　　　　　　　　　

ＴＥＬ　　　　　　　　　　　　　　　　

令和７年４月度景気・雇用動向アンケート調査票
（☆該当する番号に○印をいただくとともにご記入願います。）

Ⅰ．貴社（事業所）・団体について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（１）業種について（ウェイトの高い事業１つを選択）

〔製造業〕

①食料品製造業　　　　　　　　②木材･木製品製造業　　　  ③パルプ･紙･紙加工品製造業

④出版･印刷･同関連業　　　　　⑤石油･化学工業　　　　　  ⑥ゴム製品製造業

⑦窯業･土石製品製造業　　　　 ⑧鉄鋼業　　　　　　　　　 ⑨金属･非鉄金属製品製造業

⑩電気機械器具製造業　　　　　⑪輸送用機械器具製造業　　 ⑫一般･精密機械器具製造業

⑬繊維･衣服製造業　　　　　　 ⑭その他製造業（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〔非製造業〕

　　⑮建設業　　　　　　　　　　　⑯卸売･小売業(商社含む)　　⑰金融保険･不動産業

　　⑱運輸･倉庫･通信業　　　　　　⑲電力･ガス業　　　　　　　⑳サービス業
　　㉑教育　　　　　　　　　　　　㉒放送　　　　　　　　　　 ㉓情報通信業　　　　　　　　　

㉔その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（２）県内正規従業員数（役員を除く）について
　　（３）資本金について
　　①９９人以下



　　　　①３千万円未満　　　　　　　　　　　　　　　
　　②１００人～２９９人以下


　　　　②３千万円～５千万円未満　　　　　　　　　　
　　③３００人～４９９人以下


　　　　③５千万円～１億円未満
　　④５００人～９９９人以下


　　　　④１億円～１０億円未満　　　　　　　　　　　

　　⑤１，０００人以上



　　　　⑤１０億円以上　　　　　　　　　　　　　　　

　





　　　　⑥なし
Ⅱ．景気動向について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１．業況について

（１）現在の広島県の景気についてどう思われますか（全員）
　　①良い　　　　②やや良い　　　　③普通　　　　　④やや悪い　　　　　⑤悪い




（５）へ
（３）（４）へ　　　　（３）（４）へ
※【（１）の問いで、①良い②やや良いと答えられた方のみお答え下さい】
（２）景気が良くなってきているのは何が要因とお考えですか　－複数回答可－
　　①設備投資の拡大　　　　　　　　②公共投資の拡大　　　　　　　　③個人消費の増加

　　④雇用動向　　　　　　　　　　　⑤景気対策の効果　　　　　　　　⑥低金利の継続

　　⑦為替レート　　　　　　　　　　⑧株式市場の動向　　　　　　　　⑨在庫調整の一巡

　　⑩輸出の持ち直し　　　　　　　　⑪円安　　　　　　　　　　　　　⑫円高
⑬国内外からの観光客増加　　　　⑭生産性の向上　　　　　　　　　⑮ＤＸの推進　　　　　　　　　　　
　　⑯その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　
１／３
※【（３）（４）は、（１）の問いで、④やや悪い⑤悪いと答えられた方のみお答え下さい】

（３）景気回復は、いつごろになると思われますか

　　①令和７年中旬　　　　　　　　②令和７年下旬　　　　　　　　③令和８年上旬
④令和８年中旬　　　　　　　　⑤令和８年下旬　　　　　　　　⑥不透明
（４）景気が悪いのは、何が原因とお考えですか　－複数回答可－

　①個人消費の低迷　　　　　　　　②民間設備投資の低迷　　　　　　③雇用動向
　④円安　　　　　　　　　　　　　⑤円高　　　　　　　　　　　　　⑥公共投資の減少
⑦在庫調整の遅れ　  　　　　　　⑧資金調達の困難性　　　　　　　⑨株式市場の動向
⑩輸出の動向　　　　　　　　　　⑪燃料・光熱費高騰　　　　　　　⑫物価の上昇
⑬ロシアのウクライナ侵攻長期化　⑭資材不足　　　　　　　　　　　⑮原材料価格の高騰
⑯半導体の供給不足　　　　　　　⑰自然災害　　　　　　　　　　　⑱少子高齢化　　　　　　　　　
⑲その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（５）経営上の問題点は、どのような点でしょうか（全員）－複数回答可－

　①国内販売不振　　　　　　　　　②競争激化　　　　　　　　　　　③輸出低迷

　④販売価格の上昇　　　　　　　　⑤海外の低価格製品との競合　　　⑥原材料費の上昇

　⑦在庫調整　　　　　　　　　　　⑧人件費の上昇　　　　　　　　　⑨人員余剰

　⑩人員不足　　　　　　　　　　　⑪人材の確保　　　　　　　　　　⑫人材の養成
　⑬新商品開発　　　　　　　　　　⑭円安　　　　　　　　　　　　　⑮円高
　⑯資金調達　　　　　　　　　　　⑰設備投資　　　　　　　　　　　⑱人口減少
　⑲ロシアのウクライナ侵攻長期化　⑳資材不足　　　　　　　　　　　㉑物価の上昇
　㉒原材料価格の高騰　　　　　　　㉓半導体の供給不足　　　　　　　㉔SDGsの推進
　㉕カーボンニュートラルの取組み　㉖サイバー犯罪    　　　　　　　㉗インボイス制度
　㉘自然災害　　　　　　　　　　　㉙価格転嫁　　　　　　　　　　　㉚ＤＸの推進　
㉛少子高齢化　　　　　　　　　　㉜その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（６）今後（中長期）の景気動向についてどう思われますか（全員）
　　①一段と良くなる　 ②回復に向かう 　③横ばいで推移　 ④悪化する 　⑤一段と悪化する
（７）今後（中長期）の景気動向について懸念材料は何だとお考えですか（全員）
　　①原材料価格の高騰　　　　　　　②ロシアのウクライナ侵攻長期化　③消費者物価の動向
④米中関係　　　　　　　　　　　⑤日中関係　　　　　　　　　　　⑥日韓関係　　　　　　　　　　　⑦日米貿易協定の動向　　　　　　⑧円安　　　　　　　　　　　　　⑨円高　　　　　　　　　　　　　⑩半導体の供給不足　　　　　　　⑪資材不足　　　　　　　　　　　⑫米国新大統領の政策
⑬都市部の一極集中化　　　　　　⑭人員不足　　　　　　　　　　　⑮ＤＸの推進　
⑯賃金格差　　　　　　　　　　　⑰少子高齢化　　　　　　　　　　
⑱その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
２．貴社（事業所）・団体の売上及び経常利益について

（１）令和６年度の売上・利益について
　　　　＜令和５年度に比べて＞

　　①増収増益　　　　　　　　　　　②増収減益　　　　　　　　　　　③変わらない

　　④減収増益　　　　　　　　　　　⑤減収減益

２／３
（２）令和７年度の売上・利益の見通しについて
　　　　＜令和６年度に比べて＞

　　①増収増益　　　　　　　　　　　②増収減益　　　　　　　　　　　③変わらない

　　④減収増益　　　　　　　　　　　⑤減収減益

３．令和７年度の設備投資計画について

（１）令和６年度と比べ令和７年度の設備投資計画は

　　①増加　　　　　　　②同じ程度　　　　　　　③減少　　　　　　　④計画なし
（２）令和７年度の設備投資の主要目的は

　　①現状維持・更新　　　　　　　　②合理化・省力化　　　　　　　　③能力増強

　　④新製品の生産　　　　　　　　　⑤新規事業への進出　　　　　　　⑥研究開発
　　⑦新工場建設　　　　　　　　　　⑧店舗の移転開店　　　　　　　　⑨セキュリティ強化
　　⑩その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
Ⅲ．雇用動向について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１．貴社（事業所）・団体の新卒採用状況（予定）について
今春（令和７年３月卒）新卒採用状況
　　　①採用あり（人数をご記入願います）　　　　②採用なし

	院　卒
	名
	大　卒
	名
	高専卒
	名
	短大卒
	名
	高　卒
	名


来春（令和８年３月卒）新卒採用予定（見込み）
　　　①採用予定あり（人数をご記入願います）　　②採用予定なし　　③未定

	院　卒
	名
	大　卒
	名
	高専卒
	名
	短大卒
	名
	高　卒
	名


２．貴社（事業所）・団体の雇用の過不足状況について

　　　①不足　　　　②適当　　　　③過剰






【①不足③過剰と答えられた方のみお答え下さい】

・どの職掌で

　①管理職　　（　　　名）　②営業　　　　（　　　名）③生産　　　　　（　　　名）

　④事務　　　（　　　名）　⑤研究・開発　（　　　名）⑥パート・臨時　（　　　名）

・主な年齢層は
①２０歳未満　　　　　　　②２０～２９歳　　　　③３０～３９歳　　
　　　　④４０～４９歳　　　　　　⑤５０～５９歳　　　　⑥６０歳以上

【①不足と答えられた方のみお答え下さい】

・その対応策は
　①新卒採用で対応　②中途採用で対応（　イ．正規雇用　ロ．パート・臨時等、有期雇用　）

　③再雇用で対応　　④その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　）

　　ご協力有り難うございました。
３／３
